
45

第８章 田布施町の公共交通の将来像

１.計画の基本理念・基本方針

田布施町の暮らしと利便を支える持続可能な公共交通

基本理念

まちの実情に合った公共交通サービス1

高齢者・高校生といった利用のメインとなる利用者のニーズ（出か
けたい時間や出かけたい場所）に応え、障害がある方や子育て中の
方にも利用いただける公共交通サービスを提供します。また、幹線
交通を補完するサービスとして買い物送迎サービスを改善します。

2 みんなで支える持続可能な公共交通

公共交通の利用促進や町民の外出機会の創出、公共交通の新たな事
業の開拓とドライバー確保の支援などにより、持続可能な公共交通
を提供します。

3 様々な主体との連携と共創による交通まちづくり

交通サービスを提供する事業者や支援を行う行政だけではなく、町
民や目的地となる施設など、交通に係わる多様な主体が連携・共創
し、まちづくりと一体となった交通政策を推進します。

基本方針

本町の上位・関連計画や地域公共交通の現状と課題を踏まえ、本町の地域公共交通を維持・

確保していくための指針となる基本理念を次のように設定します。
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目標3 すべての人に健康と福祉を

２.SDGsとの関係

持続可能な開発目標(SDGs)として国連が定める17の目標は、公共交通分野でも密接に関係し

ます。本計画で該当する目標と目指す方向性を以下に示します。

公共交通を利用することで徒歩移動が増え、運動機会を確保できるため健康増進に効果がある

とされています。また、外出を促進することでフレイル予防にも効果があるとされています。

目標11 住み続けられるまちづくりを

公共交通が使いやすくなることで、自家用車を持たない人や運転免許を返納した人も生活を営

み続けることができ、ふるさとに住み続けることができます。

また、ターゲット11.2には、以下のとおり公共交通に関する項目が規定されています。

2030年までに、脆弱な立場にある人々、女性、子供、障害者及び高齢者のニー

ズに特に配慮し、公共交通機関の拡大などを通じた交通の安全性改善により、全

ての人々に、安全かつ安価で容易に利用できる、持続可能な輸送システムへのア

クセスを提供する。

目標17 パートナーシップで目標を達成しよう

行政、地域、事業者、その他関係するあらゆるステークホルダーとの間で連携を深め、公共交

通を活かした取組を進めることが重要です。
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